








ラットの加齢に伴うGBM およびメサンギウム基質内陰性荷電の変化について PEI を用いて

検討した。また,静注法と浸透法の比較検討も行った。GBM では,加齢に伴い 1μm あたり

の PEI 顆粒の減少がみられ,メサンギウム基質内でも同様に減少していた。陰性荷電の減

少は,ラットの加齢に伴い出現する尿蛋白および糸球体硬化の一要因になると推察された。


